
本校では大規模災害時の安否確認をこれまで緊急メールで行ってきまし

た。緊急メール訓練では開封確認や質問事項への返信を体験し、御家庭ごと

のメール開封率がほぼ１００％、返信率が 80％を越えるようになってきま

した。今後はいろいろな手段を組み合わせて安否確認ができるように、まず

今年度は「災害用伝言ダイヤル」の体験訓練を実 

施します。２学期が始まると同時にお便りを配付 

しますので必ず御覧いただき、ぜひ体験してくだ 

さい。アンケート用紙も同時に配付しますので、 

感想やお気づきの点などがありましたら御記入く 

ださい。 

                                                          

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校と御家庭で協力しながら防災の取組をしていくために、年に３回「防災だより」を発

行します。 

 

第 2７ 号 

令和４年７月１５日 

今年 1 年の防災訓練や研修等の取組 

本校では、いざというときに困らないように、児童生徒、教職員ともに様々

な防災に関する取組を行っています。今年度も感染症対策や熱中症対策をとり

ながら実施していきたいと考えています。今年度の取組は以下のとおりです。 

＊避難訓練（児童生徒・教職員対象） 

6 月〔火災〕、9 月〔地震〕 

12 月〔土砂災害〕←土砂災害想定の避難訓練は毎年実施することになりました。 

 ひの寮〔寄宿舎〕は毎月実施 

＊災害時安否確認訓練（保護者対象） 

災害用伝言ダイヤル「１７１」体験 

＊防災関係役割別訓練（教職員対象） 

＊防災研修〔アクションカード確認、消火器の使い方など〕（教職員対象） 

＊防災だより発行〔学期末〕 

今後の防災だよりでは、これらの取組についての紹介や、防災に関する情報

などをお伝えしていきます。 

 

安否確認訓練のお知らせ ～災害用伝言ダイヤル体験～ 



 

                                                                                                                  

夏に起きやすい大規模自然災害とは･･･ 

定 

学校 HP の｢危機管理｣の中に、カラー版の「防

災だより」が掲載してありますので、ぜひご覧

ください。 

火災想定の避難訓練を実施しました！   

夏に多い大規模自然災害として『猛暑』『ゲリラ豪雨』『土砂災害』があ

ります。自然災害から私たちが身を守るためにできる災害対策を紹介します。     

「暑さ対策」乾電池式扇風機、うちわなど停電時に備える冷却アイテム 

「衛生対策」汗拭きシート、除菌シート、ドライシャンプーなど 

「情報収集の環境整備」モバイルバッテリー、乾電池式ラジオなど 

「家族の安否確認を共有」自宅や職場、学校からの避難場所の確認 

 もしも･･･のために家族みんなで準備や確認ができるといいですね。 

 

 ６月１７日に調理室から出火した 

想定で、避難訓練を実施しました。 

火災発生の場所に初期消火担当の教 

職員が消火器を持って速やかに集合 

し、消火対応を行いました。 

 

 

 

                  避難指示の緊急放送が流れた後は、 

ほとんどの児童生徒が、あわてること  

なく、落ち着いてグラウンドに避難す

ることができました。マスクの上から

ハンカチでしっかり口を覆い、避難し

ました。 

今年度は、高等部で残留者を設定 

し、逃げ遅れた生徒を捜索する訓練 

も行いました。残留者は無事に発見 

され、安全に避難をすることができ 

ました。福井南消防署の方からは、 

「残留者を発見した後に、近くに逃 

げ遅れている児童生徒が更にいない 

かどうかを確認することも大切です｡」 

と、助言をいただきました。これら 

のアドバイスを教職員で共有し、児童生徒がより安全に避難できる体制を整

えていきたいと思います。 

 

た。 

作業棟 1 階にある木工室から火災が発生したとの想定で、児童生徒はハンカチで口元を

おおい姿勢を低くして避難したり、避難場所で静かに過ごしたり、教職員は非常ベルや

非常電話の使い方や児童生徒を安全に避難させる訓練を行いました。久しぶりに行った

全員一斉の避難訓練でしたが、福井南消防署員の方からも「児童生徒のみなさんが大変

落ち着いていること、また先生たちが自分の役割をしっかり自覚していることが大変よ

かった。」とほめていただきました 
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